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研究成果の概要（和文）：東南アジア山岳部をはじめとする野生植物を多く食べていた集団では、エネルギーの
過剰摂取と身体活動の低下が観察されないにもかかわらず「栄養転換」のみられる事例が報告されている。本研
究では、そのような集団では野生植物およびそこに含まれるファイトケミカルの摂取量が減少したことと、腸内
細菌叢の変化が原因となって非感染性疾患が増加しているという仮説を検証した。調査はラオス北部山岳部にあ
る3村落を対象におこない、食生活と身体活動にかかわる質問紙調査に加えて、酸化ストレス/炎症を評価するた
めのバイオマーカー測定、腸内細菌叢の評価をおこなった。成果は5本の論文にまとめ国際誌に発表した。

研究成果の概要（英文）：In mountainous regions of Southeast Asia, the people have consumed 
substantial amount of wild plants, which probably have contributed to suppress oxidative 
stress/inflammation due to the effect of phytochemicals. We hypothesized that 'nutritional 
transition' in the regions is partly attributable to the longitudinal reduction in phytochemicals 
consumption and the change in the gut microbiota. The survey was conducted in three villages in the 
northern mountainous region of Laos. In addition to questionnaire surveys for dietary habits and 
physical activity, fecal, urine, scalp hair and DBS samples were collected. Biomarkers of oxidative 
stress/inflammation and gut microbiota were evaluated. The major findings were reported in five 
papers that were published in international journals.

研究分野： 人類生態学

キーワード： ファイトケミカル　非感染性疾患　健康転換

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ラオスの農村部で非感染性疾患が増加する背景として、ファイトケミカル（抗酸化物質のひとつ）を多く含む野
生植物の摂取量が減少していること、食生活の変容にともなう腸内細菌叢の変化に加えて、重金属暴露、酸化ス
トレスがかかわっている可能性を示した。現代社会では甘く柔らかい野菜が好まれるが、非感染性疾患のリスク
低減のためには、可食野生植物を活用することも考えるべきだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

東南アジアの中国との国境沿いにある山岳地帯には、さまざまな少数民族が暮らしている。

この地域は東南アジア平野部からみると辺境であり、その健康状態、食生活、生業システムな

どについての学術情報が相対的に少ない地域である。現在でも、森林での狩猟採集と焼畑が重

要な生業となっている。 

 この地域においては、近年になって、肥満・高血圧・糖尿病など 20 年ほど前にはほとんど

観察されなかった非感染性疾患が増加してきた。一般的には、この現象は「健康転換／疾病転

換」とよばれ、エネルギー密度の高い食品の過剰摂取と身体活動の不足が主たる要因であると

理解される。しかしながら、ラオス北部山岳地帯の村落では、必ずしも外部由来のエネルギー

密度の高い食品が多く摂取されている痕跡はなく、また水田耕作や畑作など中程度以上の身体

活動をともなう生業が維持されている。東南アジア山岳部をはじめとするいわゆる「辺境地

帯」で、肥満など非感染性の疾患が急増しているメカニズムを理解するためには、先進国、あ

るいは途上国のなかでも都市化された地域とは異なる視点が必要ではないかという考えが、研

究グループのなかで共有されるようになった。 

 医療人類学の領域では、ポリフェノール類などの抗炎症／抗酸化作用を有する化学物質（フ

ァイトケミカル）が豊富に含まれている野生植物には、非感染性疾患を予防する効果があると

いう仮説が注目されている。一方、基礎医学領域においても、近年、慢性炎症が糖尿病や高血

圧、心血管疾患の発症と進行にかかわっているという証拠が集積されつつある。 

 東南アジア山岳部では、ファイトケミカルを豊富に含む食品の特徴である「苦いもの」「酸っ

ぱいもの」を森林から採集して摂取するという食生活が一般的であったが、それらの食べもの

は、近代化のプロセスで外部からもたらされた安価な動物性食品と置き換わりつつある。この

状況から「近代化によって抗炎症／抗酸化作用を有する化学物質の摂取量が減少し、個人の酸

化ストレス／慢性炎症が亢進している。その結果として、非感染性疾患発症のリスクが増加し

ている」という仮説を着想するに至った。 

  

２．研究の目的 

本研究の最終的な目的は、ラオス北部のウドムサイ県／ナモー県において、近代化の程度の

異なる 3 つの村落に居住する住民を対象に、現地調査と生体試料の収集をおこない、「近代化

によって抗炎症／抗酸化作用を有する化学物質の摂取量が減少し、個人の酸化ストレス／慢性

炎症が亢進している。その結果として、非感染性疾患発症のリスクが増加している」という仮

説を検証することである。酸化ストレス／慢性炎症には、さまざま要因が影響するため、生業

の変容、食生活、重金属暴露、腸内細菌叢などの指標を評価した。 



 

３．研究の方法 

 対象地域は、ラオス北部ウドムサイ県ナモー郡およびサイ郡の 3つの村落である。近代化の

程度を因子とした解析を可能にするために、1）焼畑および森林における狩猟採集に強く依存し

た村落（ナムヨン村)、2）水田耕作に強く依存した村落（ナーサワン村）、3）都市部にあり大

部分の住民が農業以外の職業に従事する村落（ナーレー村）を対象とした。それぞれの村落

で、20-69 歳の男女に対して調査への参加を依頼した。 

調査への参加に同意した全員に対して、世帯構成、身体活動と食物摂取にかかわる項目を含

む質問紙調査、生体計測調査、血圧測定を実施した上で、生体試料（尿、糞便、濾紙血）のサ

ンプリングをおこなった。慢性炎症／酸化ストレスマーカーとして尿中 8-OHdG、尿中イソプラ

スタン、白血球テロメア長、血清 hs-CRP を測定した。腸内細菌叢は、16S-rRNA 系統解析によ

って評価した。市場経済化による重金属暴露の影響を評価するために、尿中重金属濃度を測定

した。そのうえで、ファイトケミカルの摂取、腸内細菌叢、炎症／酸化ストレスマーカー、心

血管疾患リスクマーカーの相互関連について解析を実施した。本研究は、日本側とラオス側の

研究者との共同研究として実施した。日本側からは、対象地域で長期間の調査実績のある富田

晋介（名古屋大学）、主にナムニョン村で住み込み調査を実施した木部未帆子（東京大学）、尿

中元素および酸化ストレス指標の測定を担当した水野佑紀（東京大学）ほか、栄養転換理論を

専門とする夏原和美（東邦大学）、腸内細菌叢評価を担当する増岡和晃（理化学研究所）、植物

分類学を専門とする宮崎卓などが研究に参加した。 

  

４．研究成果 

（１）市場経済化と生業・食生活の変容 

 木部未帆子は、ナムニョン村で現地調査をおこない、焼畑・狩猟採集を中心とした生業が、

水田・換金作物を中心とした生業に変容しつつあり、そのような生業変容にともない人々の食

生活にも変化がみられることを明らかにした（Kibe et al. 2022)。世帯ごとの焼畑面積、水田

面積、作物の販売による収入、非木材林産物の販売による収入、家畜の販売による収入を変数

としてクラスター分析を実施したところ、対象とした１４世帯は、焼畑耕作に依存する「伝統

的な」７世帯と、水田耕作をおこなう「市場経済化した」７世帯に分類することができた。「市

場経済化した」世帯は「伝統的な」世帯に比較して、野生植物、イノシシ、食物繊維、ビタミ

ン Cの摂取量が少なく、水棲の小動物、食塩、ナイアシン、ビタミン B12 の摂取量が多かっ

た。身体活動量には差がみられなかったものの、「市場経済化した」世帯は「伝統的な」世帯に

比較して歩行時間が短かった。対象地域における市場経済化が健康転換におよぼす影響は多面

的であることが明らかになった。 

 



（２）市場経済化と重金属暴露 

 水野佑紀は、市場経済化が地域住民の重金属暴露に与える影響を検討した（Mizuno et al., 

2021）。３４１人から収集した尿サンプルを対象に、ICP-MS を用いてヒ素、カドミウム、鉛、

セレニウム濃度を測定した。その結果、人為的な汚染／欠乏の想定されない地域で実施された

先行研究と比較して、対象集団の尿中ヒ素とカドミウムは高い濃度であり、鉛とセレニウムは

想定的に低い濃度であることが明らかになった。市場経済化の程度の異なる３村落で比較した

ところ、尿中の鉛濃度は、市場経済化した村において高い傾向がみられた一方、尿中カドミウ

ム濃度は市場経済化していない村において高かった。尿中ヒ素濃度には村落間差がみられなか

った。尿中セレニウム濃度は、市場経済化した村において高い傾向がみられた。対象地域にお

ける市場経済化は、鉛暴露のリスクをあげる一方、カドミウム暴露のリスクを下げる可能性が

示唆された。これらの重金属による毒性を緩和する作用をもつセレニウムの摂取量が市場経済

化によって増加していたことは興味深い。 

 

（３）市場経済化と酸化ストレス 

水野佑紀は、市場経済化が酸化ストレスに与える影響を検討した（Mizuno et al. 2023; in 

press）。酸化ストレスは、DNA 損傷の指標である urinary 8-hydroxy-2′-deoxyguanosine (8-

OHdG) および脂質酸化の指標である 8-isoprostane concentrations を用いて評価した。いず

れの指標も liquid chromatography–tandem mass spectrometry を用いて測定した。蓄積的な酸

化ストレスの指標として、白血球テロメア長を qPCR で測定した。尿中 8-OHdG と 8-

isoprostane の加重平均はそれぞれ 2.92、0.700 μg/g クレアチニンであった。市場経済化の

すすんだ村落において尿中 8-OHdG 濃度 は高く、テロメア長は短いという傾向がみられた。こ

れらの結果は、対象地域における市場経済化は、酸化ストレスによる DNA 損傷のリスクを高め

た可能性を示唆している。一方、尿中 8-isoprostane 濃度には、市場経済化の影響はみられな

かったものの、先行研究に比べてその濃度は高いレベルにあり、対象地域における伝統的な生

活には脂質の酸化ストレスを高める何らかの要因が内在している可能性がある。 

 

（４）野生可食植物の種同定 

 ナムニョン村とナーサワン村において、野生可食植物の収集をおこない、植物分類学者であ

る宮崎卓により、学名の同定がおこなわれた。対象とする村落で食用とされている野生植物の

種数は膨大であり、興味深いことに、その中には日本では「毒草」と分類されるものが多く含

まれていた。現在、野生可食植物の摂取と酸化ストレスの関係、腸内細菌による野生植物が含

有するファイトケミカルの解毒などの検討をすすめている。 

 

（５）進行中の解析 



 張主人（東京大学）は慢性炎症のマーカーである hs-CRP の測定を担当した。李子陽（東京大

学）は、市場経済化が食生活に与えた影響を検討するために、毛髪中の窒素炭素同位体比の測

定をおこなった。木部未帆子（東京大学）は、市場経済化が心理ストレスに与える影響を評価

するために、尿中のコルチゾール濃度の測定をおこなった。増岡弘晃（理化学研究所）は、糞

便サンプルを用いて腸内細菌叢の評価をおこなった。いずれも、成果を論文として発表する準

備をすすめている段階である。 

 

（６）今後の展望 

本研究では、ラオス北部の少数民族地域における市場経済化によって、１）食物繊維、ビタ

ミン Cの摂取量が減少し、食塩、ナイアシン、ビタミン B12 の摂取量が増加したこと、２）鉛

暴露のリスクは増加し、カドミウム暴露のリスクが減少したこと、３）セレニウムの摂取量が

増加したこと、４）酸化ストレスによる DNA 損傷のリスクが増加したことなどを示唆するデー

タが得られた。その他、論文としては未発表の段階ではあるが、市場経済化による腸内細菌叢

の変化、ファイトケミカル摂取量の減少、慢性炎症指標の変動を示唆するデータも得られてい

る。これらの結果は、「健康転換」というグランドセオリーには、地域ごとのコンテクストに応

じたさまざまなケースがあることを示しており、今後の追跡研究が重要であると考えられる。 
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